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１．はじめに 

近年、コンクリートへの要求性能の多様化や品質保

証体系の構築要請に伴い 1)、建築工事に掛かる JASS5
が改定され、コンクリートにおいては S 値の導入や構

造体コンクリートの品質管理方法が抜本的に改定され

た。 
品質管理方法の主たる改定点として、管理供試体を

原則として標準水中養生とすることが求められ、試験

機関では標準養生槽を増設するなど対応している。 
 こうした品質管理の改定をはじめ、産廃量の低減や

試験員の高齢化への対応策として、従来圧縮強度試験

に使用される直径 100mm（以下、φ100mm という）よ

りも小さい直径 80mm（以下、φ80mm という）の小型

試験体を提案し、前報 2)の後建築技術性能証明を取得

し、実際の現場で工程管理のための圧縮強度試験に採

用して実用性の確認を行っている。 
一方、打設された構造体コンクリートにおいては、

せき板取外し時期の強度確認や支保工存置期間に伴う

設計基準強度の確認に用いる試験体を 28 日以前に解体

する場合は、現場水中養生や現場封緘養生した試験体

で確認することとしている。本実験では外的環境の影

響が大きいと考えられる封緘養生を行った供試体につ

いて、封緘養生方法の違いがφ80mm の供試体の圧縮

強度に与える影響を確認することを目的とし、材齢１

週および支保工解体を想定した材齢 3 週でのφ80mm
およびφ100mm の圧縮強度について検討を行った。 

ところで、従来の封緘養生は、利便性と作業性の良

いφ100mm 供試体に適した専用の 3 連のプラスティッ

ク容器（本体：硬質ポリエチレン製、蓋：ポリプロピ

レン製）を使用している。φ80mm 供試体を既存の容

器で養生した場合、従来よりも供試体と容器との隙間

が大きくなるので、強度増進に何らかの変化をもたら

す可能性があると考えられる。そこで、従来使用して

いる容器とこれの隙間を埋めた容器およびビニール袋

（ポリエチレン製、厚さ 0.08mm）の 3 種類の封緘養生

を行い、養生方法の違いが圧縮強度に及ぼす影響につ

いても検討した。 
２．実験概要 

 配合および圧縮強度と質量変化量の測定結果を表 1

に示す。質量変化量とは、所定材齢の供試体の質量か

ら脱型直後の質量を減じた値である。試験体は、任意

の建設現場を対象に 2 カ月おきに 2 日間に分けて行い、

合計 12 配合のコンクリートとした。 
コンクリートは任意の 1 運搬車より採取して、φ

80mm 供試体を 18 本およびφ100mm 供試体を 6 本、各

2 層に分けて詰め作製した。尚、突き数はφ80mm を 5
回、φ100mm を 8 回とし、作製後直ちに上面に乾燥防

止のカバーを施して供試体置場に移し、1 日静置した。

この供試体は初期養生温度に配慮して、外気温の高い

場合は風通しの良い日陰に、冬期はブルーシート養生

や室内に静置した。 
翌日回収した供試体は、直ちに封緘養生を開始した。

上面のカバーは脱型直前まで外さず、脱型直後に質量

を測定し、通気性の良い降雨を防げる棚を養生場所と

表 1 配合および圧縮強度と質量変化量の測定結果 

1 2月8日 30-15-20N 24.6 -0.17 25.4 -2.00 24.8 -1.43 39.9 -0.20 39.5 -1.33 39.7 -0.77 25.4 -1.90 41.2 -0.27

2 2月9日 33-(21)15-20N 22.0 -0.37 22.4 -2.73 20.9 -2.57 38.5 -0.10 36.7 -1.77 37.9 -0.53 22.1 -2.73 37.5 0.50

3 4月18日 33-21-20N 26.2 -0.13 26.4 -3.37 27.9 -1.10 34.9 -0.73 36.5 -1.33 36.4 -1.00 26.4 -1.30 35.6 -0.67

4 4月19日 27-15-20N 22.8 0.03 23.1 -2.47 23.4 -0.87 27.2 0.07 28.8 -0.60 28.2 -0.67 22.9 -0.63 30.0 0.23

5 6月14日 39-21-20N 40.1 0.13 40.8 0.00 40.1 -0.13 48.2 -0.20 47.9 -0.10 48.5 -0.40 39.9 0.27 50.2 0.00

6 6月15日 33-21-20N 31.5 0.00 32.0 -0.33 32.5 -0.50 38.1 -0.50 40.2 -0.37 40.1 -0.63 30.7 -0.17 38.3 -0.30

7 8月24日 36-21-20M 33.8 -0.23 33.9 -1.13 33.5 -0.90 45.8 -0.57 44.5 -0.50 44.1 -0.87 32.0 -1.77 44.0 -0.60

8 8月25日 33-21-20N 34.4 -0.13 33.9 -0.27 33.9 -0.40 40.3 -0.23 40.7 -0.07 40.1 -0.27 35.6 0.03 41.1 0.03

9 10月17日 33-21-20N 30.7 -0.33 30.4 -1.73 31.5 -0.90 38.0 -0.23 37.5 -0.10 37.9 -0.53 31.8 -0.86 38.5 0.23

10 10月18日 33-21-20N 34.8 -0.20 34.1 -0.50 34.4 -0.53 41.0 -0.13 40.7 -0.10 39.7 -0.23 33.7 -0.27 40.0 0.03

11 12月20日 30-18-20N 20.9 -0.33 20.7 -5.17 20.8 -1.13 29.3 -0.20 28.2 -1.03 29.2 -0.40 21.7 -1.53 30.6 -0.17

12 12月21日 52-21-20M 33.5 0.00 32.9 -3.13 33.5 -0.63 47.0 -0.07 48.0 -0.20 47.2 -0.20 32.7 -0.17 47.4 0.13
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図 2 封緘養生方法が圧縮強度に及ぼす影響 
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図 1 封緘養生方法が質量変化量に及ぼす影響 

した。 
供試体端面の成形は研

磨とし、所定の材齢当日

に開封直後の質量を測定

してから行った。 
３．実験結果 

3.1 封緘養生の質量変化 

封緘養生方法が質量変化

量に及ぼす影響を図 1 に

示す。3 連パック型容器の

材齢 1 週および 3 週を比

較すると材齢 1 週よりも 3 週の質量減少量が小さいこ

とから、硬化初期に気化した自由水が材齢の経過に伴

い給水している可能性が考えられる。この材齢に伴う

質量減少量は、φ80mm の供試体で比較するとビニー

ル袋、続いて 3 連パック型容器（隙間埋め）、3 連パッ

ク型容器の順に小さくなることから、封緘材料と供試

体の隙間の小さいものほど自由水の気化を防ぐことが

できると考えられる。また、ビニール袋以外は、強度

レベルが低い供試体ほど、1 週、3 週とも質量減少が大

きい傾向にある。 
ところで、φ100mm 供試体は脱型直後よりも質量が

大きくなるものが見られた。この要因は明確ではない

が、繰り返し容器を転用したことから気化した自由水

のほかに容器内に残存していたわずかな水分を給水し

たものと考えられる。 
3.2 封緘養生方法の圧縮強度への影響 

封緘養生方法が圧縮強度に及ぼす影響を図 2 に示す。

封緘養生方法別に φ100mm 供試体の圧縮強度と比較し

た結果、3 種類の封緘養生方法とも、3 連パック型容器

により封緘養生されたφ100mm 供試体の圧縮強度との

差は小さい結果となった。 
このことから今回採用した 3 種類の封緘養生方法で

あればφ80mm とφ100mm 供試体の圧縮強度は同等と

いえる。また、質量変化量を踏まえると自由水気化は

4g 程度であり、この程度であれば水和反応へ与える影

響はほとんど無いことが分かる。 
以上より、従来のφ100mm 用 3 連パック型容器をφ

80mm 供試体の封緘養生に使用しても実用上問題のな

いことが分かった。 
４．まとめ 

 直径φ80mm の小型試験体を作製し、ビニール袋、3

連パック型容器および 3 連パック型容器（隙間埋め）

の 3 種類の封緘養生を行った結果を以下に示す。 

1)脱型直後および圧縮試験直前の質量を測定した結果、

材齢 1 週と 3 週を比較すると硬化初期に気化した自由

水が材齢の経過に伴い給水している可能性があること

が分かった。 
2) φ80mm 供試体と φ100mm 供試体の圧縮強度を比

較した結果、ビニール袋、3 連パック型容器および 3
連パック型容器（隙間埋め）の何れにおいてもφ

100mm と同程度の圧縮強度であったことから、従来

のφ100mm 用 3 連パック型容器をφ80mm 供試体の封

緘養生に使用しても実用上問題ないと考えられる。 
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